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要 旨 ：RC 造 ピ ロ テ ィ 建物の 合理的な 耐震設計法を提案す る こ と を 目的に ，実験的，解析的，

理論的なア プ ロ
ーチか ら一連の研究 を実施して い る 。本研究で は 1階に耐震壁を有する ピ ロ テ

ィ 建物 （】階の 耐震壁が局部的に 取り除かれ た耐震壁 フ レ
ーム 構造）を対象に，既に 報告 し た

震 動実験 ，フ レ
ー

ム解析結果に基づき，本構造の耐震設計法を導 く。建物の 破壊メカ ニ ズム に

基づ く入力の 評価手法を示す とともに ， 連層耐震壁脚部の せん断軟化性 状 を考慮した建物の終

局限界性能の 評価手法を示 す 。 また，本構造 を有す る研究対象建物に これ らの 手法を適用 し，

精緻な フ レーム解析 と 比較 し た 結果 ，提案 し た 手法の妥当性が 確認 さ れ た 。
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ート，ピロ テ ィ ，耐震壁 フ レ
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ム構造，設計法，せん断軟化

　 L 　 は じめ に

　筆者 らは鉄筋 コ ン ク リー ト造 ピ ロ テ ィ建物 の

合理的な耐震 設 計法を確立 す る こ とを 目的に ，

一
連の 実験的，解析的，理論的な研究 を組織的

に実施 して きた。現在まで に ，1階が柱の み に よ

り構成 され る ，い わゆる純 ピ ロ テ ィ建物の サ ブ

ス トラクチ ャ
ー仮動的実験か らそ の 破壊性状が，

フ レーム 解析か らそ の 動 的応答性状が そ れ ぞ れ

実験的，解析的に 解明 された
n・2）

。

一方，i階が

柱 と耐震壁に よ っ て 構成 される ピ ロ テ ィ建物の

震動実験から，本構造に特有な破壊過程，破壊

メカ ニ ズムを実験 的に解明し ， フ レ
ー

ム解析を

通 じて そ の破壊性状 を理論 的に 説明 し た
3L

　
4｝。

以上 の 2 種の構造は ともに ピ ロ テ ィ構造 と位置

付けられるが，そ の応答性状は本質的に 異な り，

本研究では とくに後者を対象に議論する。

　本稿で は震動実験 ，フ レーム解析か ら得 られ

た知見 に 基づ い て ，本構 造 を有す る建物 の 入 力

と終局限 界性能を定量的に評価する こ とによ り，

そ の耐震 設計法 を導 く。建物の 破壊 メ カ ニ ズム

に基 づ い て 入力を，連層耐震壁の せん断軟化性

状 に基 づ い て 終局限界性能をそ れぞれ算定す る

手法を示す 。さ ら に ，本構造 を有す る 研 究対 象

建物 に こ れ らの評価 手法を適用 し ， 精緻な モ デ

ル を用 い たフ レーム 解析結果と比較する こ と で ，

そ の妥 当性 を検証す る。

　2．　 研究対象建物

　2，1 建物の概要

　図
一 1 に 本研究で対 象とする建物 の プ ロ トタ

イ プ
9
を，表一 1 に そ の 柱，耐震壁 の 断面詳細 を

示す 。 研究対象とする フ レーム （以下，研究対

象建物と表記）はプロ トタイプか ら建物中央 3

ス パ ンを切 り出した立体 フ レ
ー

ムで ある 。 研 究

対象 建物は 2〜6 階の 各構面と 1 階 の 中央構面に

耐震壁を有す る 6 層 3× 1 ス パ ン の鉄筋 コ ン ク リ

ー ト造 ピ ロ テ ィ 建物で ある 。 重視 した設計方針

は建物が脚部で曲げ降伏して 全体降伏機構を形

成する ま で ピ ロ テ ィ 階が層降伏 しな い よ うに計

画 した こ と で ある 。 具体的には建物が全体降伏

す る ときに建物 全体 に 作用する 水平外力を ピ ロ

テ ィ 階耐震 壁がす べ て 負担す る と仮定 した 場合

に もせ ん断破壊 しな い 耐力を耐震壁に 与え た 。

また，設計時に 仮定 した使用 材料の 強度は コ ン

ク リートが 23．5MPa ，鉄筋が 343．2MPa ，単位床

面積あ た り の 重 量 は 11．8kNlm2で あ る。
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は ，建物は塑性化す るに従 っ て 次第に ピ ロ テ ィ

階に 変形 が集中する よ うに な り，や が て 耐 震壁

が せ ん断破壊す る と と も に 図
一 2 （b）に示 す層

降伏機構 に移行する。これは連層耐震壁脚部の

塑性化，と くに 曲げひび割れが進行する とと も

に耐震壁 の せ ん断剛性，せん断 耐力が低下す る

こ と に 起因する （せ ん断軟化性状 につ い て は 稿

を改めて 詳述する ）。
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ピ ロ テ ィ 構面　　　　連層耐震壁構面

　 図
一 1　プ ロ トタイプ

表 一1　 柱，耐震 壁の断面詳細 単位 ：  

柱 XXY X 主筋 Y 主筋

1〜6 階 800 × 7004 −D252 −D25 十 2−Dl6

耐震壁 壁厚 縦筋 横筋

2〜6 階 150DlO ＠150singleD10 ＠150single

1階 300DlO ＠ 175doubleDlO＠75double

　2．2 破壊メカニ ズム

　図
一 2 に 本構造 の 破壊メ カ ニ ズ ム を 示 す 。 前

節に 示 し たよ う に研究対象建物は建物が 全体降

伏機構を形成す る ときに入力され る全水平外力

に対 して も ピ ロ テ ィ 階が 層降伏 しな い よ うに設

計 したため，建物脚部で の 曲げ降伏が先行す る。

すな わ ち，はじめに図一2 （a）の よ うに連層耐震

壁 構面脚部の 曲げ降伏，ピ ロ テ ィ 構面圧 縮側柱

脚部 の 曲げ降伏，引張側柱の 引張降伏 に よ り全

体降伏機構を形成する。し か しなが ら，ピロ テ

ィ階耐震壁に十分なせ ん断耐力 を与えた にも関

わ らず ， 終 局時 まで 全体 降伏機構 を維持 し な い

こ とが実験，解析か ら解明 された
3）・　 4）。実際に

ピ ロ テ ィ構面　　　連層耐震壁構面

　　　 （a）　全体降伏機構
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ピ ロ テ ィ構面 　　　連層耐震壁構面

　　　 （b）　層 降伏機構

　　図一 2　 破壊メカ ニ ズム

　3． 入力 の 評価

　 3．1　 ピロ テ ィ 柱の軸力

　本構造の 破壊メカ ニ ズム ，とくに 全体降伏時

の メカ ニ ズム に基づ い て建物 へ の 入 力を評価す

る。図一3 に 全体降伏時 に ピ ロ テ ィ 構 面 1 階の

各部 材に作用す る 外 力 を示す 。引張 側柱 は引張

降伏 して い る の で ，主筋 の 降伏強度で 決 まる 引

張軸 力が式 （1）に よ り算定され る 。 こ の とき引張

側柱 の軸力が変動軸力と してすべ て 圧縮側 柱に

伝達 さ れ る と仮定する と，圧縮側柱の 軸力は 式

（2）によ り算定 される。
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　　　N 、

＝A
、

σ
，， 　 　 　 　 　 （D

　　　Nc　
＝Np − N

，　　　　　　　　　　　　（2）

　こ こ に，N ，
： 引張側柱軸力 ，　 N

。
： 圧縮側柱軸

力，Ag ：柱 の 全主筋断面積，σ 　yc
： 柱主筋降伏強

度 ，Np ：ピ ロ テ ィ 構面 1 階の初期軸力であ る。

N
，

図一 3　 ピロ テ ィ構面 1階の作用外力

　 3，2　ピ ロ テ ィ柱の せん断力

　前節で 算定された Nc を用 い る と，圧 縮側柱脚

部の 降伏モ ー
メ ン トは式 （3）に よ り評価す る こ

とが できる
6〕。また，震動実験

3）
によ る と，本構

造 で は全体降伏時 の 圧縮側柱の 反 曲点高さ が概

ね柱内法高さ の 112 とな る こ とが明 らか とな っ

た の で （図一4 ），圧縮側柱の 入力せ ん断力 は式

（4）に よ り算定され る 。一方，引張側柱 は引張降

伏 して い る の で せん断力を負担 し な い
。

　　　Myc ＝ 0．8a【
σ

ycD
十

　　　　　　〇．5NcD 　（1
− N

。
／ （bDF

。
））　　 （3）

　　　Q． 　
＝Mye　1 （he　12）　　　　　　　　  

　こ こに，Mys ：圧縮側柱脚部の 降伏 モ ー
メン ト，

a
、
：柱の 引張鉄 筋断面積 ， D ：柱せ い，　 b ：柱幅，

F。
： コ ン ク リートの 圧 縮強度，Q．

：圧 縮側柱の

せ ん 断力，hc：柱の 内法高さ で あ る 。

1．15
柱高さ （m）

　900．50050100
　　　 モー

メ ン ト（kN・m）

図
一4　柱の モ ーメ ン ト

分 布 （震動実験 a） より）

　階数
R65432

　　　　　 外力 （kN）

図
一 5　 外力分布

（震動実験 3， より）

　 3．3　 ピロ テ ィ 階耐震壁のせん断 力

　建物 の メカ ニ ズム （図
一2 （a））か ら建物脚部

の 降伏 モーメ ン トは式 （5）よ り評価 さ れ る。

　　　My 　
＝ npMyp 十 nwMyw 　　　　　　　　（5）

　　　Myp ＝Ag σ
yclw

十 〇．SNplw 十 Mye

　　　Myw ＝＝
　Ag

’

　o　yc
，lw十 〇5aw σ

四
1w十 〇．5Nwlw

　こ こ に，My ：建物全体の 降伏モ ーメ ン ト，　np ：

ピ ロ テ ィ構面数 Myp ： ピ ロ テ ィ構面の 降伏モ
ー

メ ン ト，nw ；連層耐震壁構面 数，　 M
．

： 連層耐震

壁構面 の降伏モ
ー

メ ン ト，Iw　：柱または側柱の 中

心問距離，Ag’：側 柱の 全主 筋断面積， σ
w
’

：側

柱主筋の 降伏強度 ， aw ：壁の 全縦筋断面積 ，　 O 　yw
：

壁縦筋の降伏強度，Nw ；連層耐震壁構面 1 階の

初期軸力 で ある 。

　また ，震動実験
3，
に よ る と，本構造で は全体降

伏時の 外力分布が概ね 矩形 分布 （外 力重 心高さ

が建物全体高さの 1／2）となる の で （図一5 ），

建物へ の 入 力せ ん断力 （水 平外力）は式（6）に よ

り評価す る こ とが で き る。算定 され た入 力 せ ん

断力か らピ ロ テ ィ構面圧縮側柱の 負担せ ん断力

を差 し引く こ とによ り，ピロ テ ィ 階耐震壁の 入

力せ ん断力が式 （7＞の よ う に算定され る 。

　　　Qy　
＝Myt （H 〆2）　　　　　　　　 （6）

　　　Q，w
； （Q，

−
n

，Q，、
）！n 、v 　 　 （7）

　こ こ に ，Qy：建物全体の せ ん断力・Qvw： ピロ

テ ィ 階耐震壁 の せ ん断力，H ：建物 の 全体高さで

ある 。

　4． 終局限界性能の 評価

　既 に述 べ た よ う に ，本構造で は 建物が脚部で

曲げ降伏 して 全体 降伏機 構 を形成 した後も，耐

震壁脚部の 損傷 が進 み ， やが て ピ ロ テ ィ 階 の 層

降伏 に至る 。 本研究で は，本構造の 終局域に お

け る 耐震 設計 を層降伏 を防止 す る こ と と読み 替

え，建物の 終局限界性能を評価 す る こ とで 耐 震

設計法の 実現を 目指す。具体的に は，建物の 終

局限界変形時に おける ピ ロ テ ィ 階耐震壁の 平均

せ ん断応力度を算定する手法を示 し，ピ ロ テ ィ

階耐震壁の せ ん 断破壊時の 平均せ ん 断応力度 と

建物 の 変形 の 関係を明 らか に する。
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　本研究で は ピ ロ テ ィ 階耐震壁に 許容す る 平均

せ ん断応 力度 の 限界値 （Capacity） を式 （8）によ

り定義す る 。

　　　 τ C　＝ GeREs　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　こ こ に ，τ
。

：耐震壁の 限界せ ん断応力度，G 。
；

ピ ロ テ ィ階耐震 壁の せ ん 断破壊時の 等価せ ん断

剛性，Ris： ピ ロ テ ィ 階 （に許容する ）せ ん 断変

形角で ある。

　以下 で は式 （8）をよ り実設計 に反 映 しや す い

形 に変形する 。 本研究で は最 も簡単に ，図一 6

に 示すよ う に ，建物の 全体変形 が ピ ロ テ ィ 階の

曲げ変形とせ ん断変形の み に よ り生 じて い る と

仮定す る。こ の 仮定に よ り，ピ ロ テ ィ 階の 曲げ

変形 と せ ん断変形 は 建物頂部 と ピロ テ ィ 階の 変

形 を用 い て 式（9），（le）に よ り評価する こ と が で

き る 。

　　　Rlb〔Rr，RI）　＝ （hrRr− hlRl）1 ｛2 （hr− ht）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

　　　Rts（R ． RD 　
＝
　｛

7hrRr十　（2hr− hl） RI｝

　　　　　　　　 1　｛2　（h，

− h且
）｝　　　　　　（10）

　こ こ に，Rtb ： ピ ロ テ ィ階曲げ変形 角，　 R，
；全

体変形角 ，Rl ；ピ ロ テ ィ 階変形角，hr：全 体高さ，

h，
： 1 階高さ で ある。

Rlb 量∴
図
一 6　 変形分布モ デル

　また，本研究で は G ， を コ ン ク リ
ートの 主応力

度 と主歪度の 共軸性 を仮定して式 （1D に よ り評

価する 。 耐震壁 の せん断破壊 を圧縮側主応力度

が コ ン ク リ
ー

トの 圧縮強度に達する とき と定義

す る と，せ ん断破壊時 の G 。
は式（12）に置換で き

る。さ らに，文献 7）に よ る と，せ ん断破壊時 の

βは式 （13＞によ り評価で き る の で ，これ を式

（正2）に代入する こ と に よ り，Geは ε t の 関数と し

て式（14）に よ り評価され る。

　　　G
じ　

ニ
　（σ

1
一

σ
2）／ ｛2 （E

］

−
E1 ）｝（ll）

　　　　　一一
β σ B ／ ｛2 （ε ，

一
ε 。）｝　 （12）

　こ こ に，σ 1，σ 2 ：コ ンク リ
ー

トの 主 応力度 （σ

［
を引張側，σ 2 を圧 縮側とする ）， ε t， ε 2 ：コ

ン クリー トの 主歪度，β ：二 軸応 力下にお け る

コ ン ク リ
ー

トの強度 低減係数， σ B ： コ ン ク リ
ー

トの 一軸圧縮強度， ε
、
： 耐震壁の せ ん断破壊時

の 引張側主歪度 ，
ε o ： コ ンク リ

ー トの 圧縮強度

時 歪度 で あ る 。

　　　β ； 11 （O．8− O．34 ε t 〆ε o） 　 （13）

　　　Ge　＝ 一
σ B ／ ｛2 （ε t

一
ε o）

　　　　　　 （0．8　0．34 ε
【〆ε o）｝　　　　　　（14）

　
一方，文献 8）によ る と純せ ん 断変形を受ける

耐震壁の せ ん断破壊時に は 式 （15）の 関係 が成 り

立つ 。

　　　 γ
＝ （ε tS

『
ε o）sin2 θ 　 （15）

　 こ こ に ， γ 1 せ ん 断破壊時の せ ん断歪度 （霜

Rts）， ε t、 ：純せ ん断変形 下 にお ける耐 震壁 の せ

ん断 破壊時の 引張側主歪度，θ ： コ ン クリー ト

の 主応力 （歪）度方向で ある 。

　 し か し，本研 究で は純せ ん 断変形 で は な く ，

曲げせん断変形 を受ける連層耐震壁を対象と し

て い る た め，曲げによ る影響が無視で きない と

考えられ る 。 そ こ で ，図
一7 に 示 すモ デル に基

づ き，曲げによ る歪度の 増大を考慮 して ， 耐震

壁の せ ん 断破壊時 の 引張側 主歪度 を式 （16）の よ

うに評価す る。式 （16）は式 （15），図
一 7 によ り

整理 され，式 （17）が導かれ る 。

噌
虐

t
’1
”
i　’ ．

，

．

図
一 7　 引張側主歪度モデル

【b
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　　　E （x ）　　　　＝ ε
、s
十 ε

竃b（x ｝sin2 θ　（16）

　　　E （Rib，Rts，x ）　
＝Ris　／　sin2 θ十 ε o

　　　　　　　　　　十 2　（1、v
−

x ）　sin2 θRlb ！h、Ψ

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （17）

　こ こ に ， E ：曲 げせ ん断 変形下 に お け る耐震

壁の せん断破壊時の 引張側主歪 度， ε
，b ；純曲げ

変形下 にお ける耐震壁の せ ん断破壊時の 引張側

主歪度，x ，
　 lw，　 hw ： 図一7 を参 照で ある。

　式 （17）により算定され る E を，式 （14＞の ε
、
に

代入する こ と に よ り，G 。
は Rlb，　 R ］s の 関 数と し

て 式 （18）に よ り評価され る 。さ ら に ，式（9），（10）

よ り，Rlb，　 Rlsは既に R，，　 RL の 関数と し て評価

され て い る ことか ら，Ge は R，，　 Rl の 関数である

こ とがわか る。よ っ て ， 式 （8）の τ c は ， R
、，
　 Rt

の 関数と して ， 式（19）によ り評価 され る こ とに

な る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Lw

　　　Gc〔R ・b，Rl、） 一 ∫
。

σ
・

ε
・
／ （O・68E2

　　　　　　　　
− 2．28 ε DE 十 1．6 ε 02）dx／lw

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （18）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 lw
　　　 τ

、〔R，，Ri）　； ∫σ B ε DRIs1 （0．68E2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　　　　　　　　
− 2．28 ε oE 十 し6 ε 02）dxflw

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （rg）

　 5，　 設計 へ の応用

　5．1 設計プ ロ セ ス

　以上 に 示 し た本構造 の 入 力と終局限界性能の

評価手法 を実際の 設計 に応用する プ ロ セ ス を示

す 。実設計で は，建物の 終局時に期待す る 全体

変形性能，ピ ロ テ ィ階に 許容する 変形を予め想

定 し．こ れ らを 用 い て 式（19）よ り τ
。 を評価す る 。

こ う して算定された τ
、
が，式 （7）よ り算定され

る入 力せ ん断応 力度 （  put） を上 回 る条 件 （式

（20）） を満足す る こ と で ，建物が 期待された全

体変形 に達する ま で ピ ロ テ ィ 階が許容範囲内の

変形に留 ま る こ と，すなわ ち，耐震壁が せ ん断

破 壊せず，層 降伏 しな い こ とが実現 され る こ と

にな る 。

　　　 τ c 　＞ 　τ L　　　　　　　　　　　　　（20）

　こ こ に， τ il 耐震壁の 入 力せん 断応力度 （＝

Q．
！Aw ），　 Aw ：耐震壁 の 断面積 で あ る 。

　 5．2　 フ レー
ム解析による検証

　最後に，本稿の 研究対 象建物 を対 象 と して ，

前章 ま で に示 した方 法を用 い て 入 力 と終局限 界

性 能を評価 し ， フ レーム 解析結果 と 比較す る こ

とによ り本手法 の 妥当性 を検証す る 。

　研 究対象建物を，耐震壁モ デル に 4 節点 ア イ

ソ パ ラメ トリ ッ ク要素 モ デル，柱モ デル に フ ァ

イバ
ー

モ デル を用 い て 立体 フ レーム に置換 し ，

Pushover解析を行 っ た 。 外力分布に は矩形分布

を 仮定 し た。そ の他，建物 の 詳細な モデル 化方

法な ど の 解析手法に つ い て は，文献 4）に 既に記

述 した の で．本稿で は省略する。

　図
一8 に建物の 全体変形 角と ピロ テ ィ 階耐震

壁の 水 平入 力の 関係 を示 す。ただ し，水平入力

とは耐震壁 の 平均せ ん断応力度を σ B で 除 した

値で あ る。ま た，同図 に は耐震壁 の せ ん 断破壊

点，すなわ ち，建物 の 層降伏機構形成時を と も

に 示 し た。

　 水平入 力（τ ／σ B）
O、2

τ ノσ
巳

0．1

0 0．Gl 　 　 　 　 　  ．02
全体変形角 （rad ）

　　一 フ レ
ー

ム解析

　　 ×　フ レ
ーム解析によるせ ん断破壊点

　　一 式   による τ
，
／σ B

　　−一一一式 （19）による τ c／σ B
− Rr関係

　　 ● 式 （7），（19）によるせん断破壊点

図
一8　 建物の全体変形角 とピロ テ ィ 階耐震壁

　　　　　　 の水平 入力の関係

　式 （7）に基づ い て t 研究対象建物の ピ ロ テ ィ階

耐震壁へ の 入 力 τ
，
／σ B （＝ O．164） を算定 し，図
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一8 中に 黒実線で 示 した 。 式 （7）に よ る算定値は

解析か ら得 られ る入 力の 最大値を精度よ く評価

して い る こ とがわか る。

　一般に耐震壁 の せ ん断耐力は 変形 と相関を有

し，変形が大きい ほ ど耐力が低下する の で ，耐

震壁の せ ん断耐 力がは じめて入 力を下回 る点が

せ ん断破壊点 と考える こ とがで き る 。研究対象

建物の場合，別途評価 した終局強度式
9［
に よ る ピ

ロ テ ィ 階耐震壁の せ ん断耐 力 （V
．
）と入 力せん

断 力 （Q．
） の 関係か ら，耐震壁 は層間変形角が

お よそ O．Olradでせ ん断破壊す る 。 よ っ て，研究

対 象建 物 の ピ ロ テ ィ 階 に 許 容で き る変 形 は

O．Olradで あ る と読み 替 え る こ とが で き る。そ こ

で ，ピ ロ テ ィ 階 に 許容す る 変形 を 0．01rad（＝R 且）

と確定 し，建物に期待 し得る全体変形 （R，）と耐

震壁 に許容 し得 る平均せ ん断応力度 （τ
。
／σ 日）

の 関係を式（19）よ り評価 し．図一 8 中に黒点線

で 示 した 。限界せ ん断応 力度が 入 力せ ん断応 力

度 と一致する点がせん断破壊点の 推定値で あ り，

解析か ら得 られ る せ ん 断破壊点を良好に 評価 し

て い る こ とがわか る。

　研究対 象建物 の 耐震性 能 （変形性能 ） を向上

す るた め には ， 入 力せ ん断応 力度 を低下 させ る

か，限界 せ ん断応 力度 を上昇 させ る か の い ずれ

か の方法が考え られ る。こ れ を実現す る ために

は ピ ロ テ ィ階の 耐震壁量 を増や す こ とが効果的

で あ る と考え て お り，耐震性能 を改善 した建物

の 性能確認 も今後引き続き 行う計画 で あ る 。

　 6．　 まとめ

　 1 階に耐震壁 を有す る鉄筋 コ ンク リ
ー

ト造 ピ

ロ テ ィ 建物 を対象 に ， 既 に実施 した震 動 実験 ，

フ レ
ー

ム解析 か ら得 られ た結果 に基づ い て ，本

構造 を有す る 建物 の 入 力と終局限 界性能 を定量

的に評価 する方法およ び建物の 層降伏を防止す

るため の 設計方法を示 した 。

　本構造で は建物が脚部で曲げ降伏 して全体降

伏機構を形成 した後 も ， 連層耐震壁脚部 の 曲げ

によ る損傷 の 進行によ り脚部の せ ん断剛性 ，耐

力が劣化す る た め，ピ ロ テ ィ 階に 変形が集中す

る よ うに な り，やが て 層降伏 に至 る。建物 に期

待する 変形 ま で 層降伏を防止する に は，現行の

耐震規定
且0）が述 べ る ピ ロ テ ィ 階耐震壁の 耐力の

確保に 加え，ピ ロ テ ィ 階へ の 変形集 中を回避す

る た め，耐震壁に適 当な剛性 を確保す る 必要が

あ る 。 こ れ を実設 計 に お い て実現する ため に ，

本研究で は ピ ロ ティ階耐震壁の 入力 せ ん断応力

度 と限 界せ ん断応力度を評価する 手法を導 い た。

また ，本手法を研究対象建物に適用 し，精緻な

フ レー
ム解析結果 と比較する こ と に よ り，そ の

妥当性 を確認 した 。
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